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○杏林大学学術機関リポジトリ運用規程 

 

制定 令和 ７年１１月１７日 

（目的） 

第１条 杏林大学学術機関リポジトリ（以下、「リポジトリ」という。）は、杏林大学（以

下、「本学」という。）における教育・研究活動の成果物を電子的な手段によって蓄積

し、ネットワークを通じて学内外に無償で公開することにより、教育・学習活動を支

援し、学術研究の振興に貢献することを目的とする。 

（管理運用） 

第２条 リポジトリの管理運用は、図書館が行うものとし、必要に応じて総合情報セン

ターの支援を得るものとする。 

（登録対象者） 

第３条 リポジトリに成果物を登録できる者は次のいずれかに該当する者とする。 

（１）本学に在籍する教職員及び学生（過去に在籍したことのある者を含む） 

（２）本学において学位を授与された者 

（３）その他、図書館長が適当と認めた者 

（登録対象となる成果物の範囲） 

第４条 リポジトリに登録することのできる成果物は次に掲げる要件を満たすものと

する。 

（１）本学における教育研究活動に関連して、その主要な部分が生産された成果物であ  

り、以下のいずれかに該当するものであること。 

ア 本学における教育・研究の成果 

イ 本学が学位を授与した学位論文 

ウ 本学及び学内部局等が発行する紀要等刊行物 

エ 学内に基盤を持つ学会・研究会等が発行する紀要等刊行物 

オ その他図書館長が適当と認めたもの 

（２）次に掲げる事項について法令上又は本学の諸規則並びに社会通念上問題が生じな 

いものであること。 

ア 名誉、プライバシー等個人の権利に関する事項 

イ 情報セキュリティに関する事項 

ウ 守秘義務に関する事項 

（３）電子的フォーマットで作成され、ネットワークを通じて配信が可能であること。 

（登録の手続き及び許諾） 

第５条 リポジトリに成果物の登録を希望する者（以下、「登録申請者」という。）は、

「杏林大学学術機関リポジトリ登録要件」（別紙 1）に同意の上、登録を希望する成

果物及び許諾書を図書館に提出するものとする。 
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第６条 登録申請者は、登録を希望する成果物の著作権が複数の者に帰属する場合又は

登録申請者以外の者に帰属する場合は、あらかじめ他の著作権者の利用許諾を得るも

のとする。 

（著作権の帰属） 

第７条 著作権の帰属は次のとおりとする。 

（１）リポジトリに登録する成果物の著作権は、リポジトリに登録された後も著作権者  

に留保される。 

（２）リポジトリに登録するメタデータの著作権は発生しないものとする。ただし、メ

タデータに記述された抄録についてはその限りではない。 

（リポジトリにおける成果物及びメタデータの取扱い） 

第８条 図書館は、リポジトリに登録される成果物及びメタデータを次のように取り扱

う。 

（１）成果物を複製し、メタデータとともにリポジトリシステムに登録する。 

（２）ネットワークを通じ、複製物及びメタデータを無償で公開する。 

（３）利用・保存のため必要な複製・媒体変換を行う。 

（４）学内外の各種システム等との連携のために、メタデータを提供する。 

（登録された成果物の削除） 

第９条 図書館は、次のいずれかに該当する場合、リポジトリに登録された成果物を削

除することができる。 

（１）登録申請者又は著作権者から理由を付して図書館長に削除の申請があり、図書館

長が認める場合 

（２）他者に帰属する著作権、所有権等を侵害する又は社会的にみて著しく不適切な内

容を含むと図書館長が認める場合 

（免責事項） 

第１０条 登録された成果物の内容に関する責任は、登録申請者が負う。 

２ 本学は、登録された成果物を利用することによって生じた利用者のいかなる損害・

不利益について、一切の責任を負わない。 

（雑則） 

第１1条 この指針に定めるもののほか、リポジトリの運用に関し必要な事項は、別に

定める。 

（規程の改廃） 

第１２条 この規程の改廃は、図書館運営委員会の議を経るものとする。 

 

 

附 則 

この規程は、令和 ８年 ４月 １日から施行する。 
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別紙１ 

 

杏林大学学術機関リポジトリ登録要件 

（目的） 

１．杏林大学（以下、「本学」という。）における教育・研究活動の成果物を杏林大学学

術機関リポジトリ（以下、「リポジトリ」という。）へ登録する際の要件を定めるもの

である。 

（電子的公開） 

２．図書館は、リポジトリに登録される成果物（以下、「成果物」という。）及びメタデ

ータを次のように取り扱う。 

a) 電子化された成果物を複製し、メタデータとともにリポジトリシステムに登録する。 

b) ネットワークを通じ、複製物及びメタデータを無償で公開する。 

c) 利用・保存のため必要な複製・媒体変換を行う。 

d) 本学内外の各種システム等との連携のために、メタデータを提供する。 

e) リポジトリを主たる公開元としている成果物について、Digital Object Identifier

（DOI)を付与する。ただし、本学学内刊行物に関してはその刊行元より許諾書にてやむ

を得ない理由（主な公開元がリポジトリ以外である等）が事前に示された場合は、対象

外とする。 

（成果物の利用条件） 

３．図書館は、成果物の利用に際し、次の事項を遵守する。 

a) 成果物を改変しない。ただし、リポジトリの技術的環境その他の理由により、圧縮、

分割又はファイルフォーマットの変換を行う場合がある。 

b) 標題の表現を改変しない。ただし、リポジトリの技術的環境その他の理由により、

省略又は他の代替物への置換を行う場合がある。 

c) 著作者名の表示を行う。 

d) 公開にあたり、リポジトリの利用者（以下、「利用者」という。）に対して、著作権

法を遵守した利用を行うよう周知する。 

４．成果物の公開範囲は、本学内及び本学外とする。 

５．成果物の利用は無償とする。 

６．利用者は成果物の表示、ダウンロード又は印刷等の出力をすることができる。 

（著作物の利用許諾等） 

７．登録申請者は、図書館に対して、許諾書の許諾内容に基づき著作物の利用を認める。 

８．登録申請者は、登録を希望する成果物の著作権が複数の者に帰属する場合又は登録  

申請者以外の者に帰属する場合は、あらかじめ他の著作権者の利用許諾を得る。 

９．登録申請者は、当該成果物の利用に際して第三者との紛争が生じることのないよう、

あらかじめ関係者との調整等を行う。 
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（登録された成果物の削除） 

１０．登録申請者は、リポジトリに登録された成果物の削除を希望する場合、その理由 

を付して、図書館長に削除を申請することができる。 

１１．図書館は、他者に帰属する著作権、所有権等を侵害する又は社会的にみて著しく

不適切な内容を含むと図書館長が認める場合、登録された成果物を削除することがで

きる。 

（免責事項） 

１２．登録された成果物の内容に関する責任は、登録申請者が負う。 

１３．本学は、登録された成果物を利用することによって生じた利用者のいかなる損害・

不利益について、一切の責任を負わない。 

（その他） 

１４．許諾書に記載されていない事項については、必要に応じて、登録申請者及び図書

館が別途協議することとする。 


